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市
民
の
皆
様
か
ら

　
　
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

 （
抜
粋
、
要
約
）

寄
　
島

　
会

　
場

○
議
会
に
対
す
る
ご
意
見

●
議
員
が
執
行
機
関
の
審
議
会
等
の
委
員
に

な
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
。

●
議
会
の
委
員
長
報
告
に
つ
い
て
質
疑
が
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

●
攻
め
る
議
会
と
し
て
、積
極
的
に
提
案
し
、

市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
努
力
し
て
ほ

し
い
。

●
議
員
報
酬
は
適
正
な
額
な
の
か
。
仕
事
を

す
る
な
ら
増
や
し
て
も
い
い
の
で
は
。

○
市
政
に
対
す
る
ご
意
見

●
工
業
団
地
進
出
企
業
に
つ
い
て
市
場
調
査

は
し
て
い
る
か
。
干
拓
地
も
残
っ
て
い
る

状
況
で
、
企
業
を
誘
致
で
き
る
の
か
。

●
高
齢
者
支
え
合
い
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
の
利

用
者
が
少
な
い
。
も
っ
と
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ

を
し
て
ほ
し
い
。

鴨
　
方

　
会

　
場

○
議
会
に
対
す
る
ご
意
見

●
政
務
活
動
費
を
ど
の
く
ら
い
返
還
し
て
い

る
か
。

●
議
場
で
声
を
聞
か
な
い
議
員
も
い
る
。

も
っ
と
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

○
市
政
に
対
す
る
ご
意
見

●
工
業
団
地
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
進
出

企
業
の
め
ど
は
立
っ
て
い
る
か
。

●
工
業
団
地
に
商
業
施
設
を
誘
致
で
き
な
い

か
。
雇
用
、
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
大
型

商
業
施
設
を
誘
致
し
て
ほ
し
い
。

●
空
き
家
を
な
く
す
た
め
の
条
例
を
制
定
す

る
な
ど
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

●
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
材
の
納
入
業
者
は

ど
の
よ
う
に
し
て
決
ま
る
の
か
。

寄島会場

　

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
様
と
の
情

報
、
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
平
成
26
年
度
議
会
報

告
会
を
11
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
、
３
か
所
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

３
会
場
合
計
で
１
８
６
人
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
議
会
か
ら
選
抜
し
た
11
名
で
、
各
会
場

に
出
向
き
、
改
選
後
の
議
会
の
状
況
や
市
政
の
進
捗

状
況
等
を
報
告
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
活
発
な
質

疑
が
あ
り
、
議
員
も
出
来
る
限
り
の
回
答
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
か
ら
の
報
告
の
後
は
、
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
は
意
見
交
換
の
時
間
を
長
く
と
り
、

参
加
者
の
皆
様
か
ら
議
会
や
市
政
に
対
す
る
様
々
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
全
議
員
で
共
有
し
、
今
後

の
議
会
改
革
や
市
政
へ
の
提
言
の
参
考
と
す
る
な
ど

議
員
活
動
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

年度議会報告会を開催
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●
荒
張
地
区
を
市
が
開
発
し
、
人
口
を
増
や

す
拠
点
と
し
て
は
。

●
交
番
・
病
院
が
で
き
る
予
定
は
な
い
か
。

金
　
光

　
会

　
場

○
議
会
に
対
す
る
ご
意
見

●
選
挙
後
も
市
民
の
声
を
き
ち
ん
と
聴
い
て

ほ
し
い
。

●
都
市
計
画
調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
構
成

が
金
光
出
身
議
員
に
偏
っ
て
い
な
い
か
。

全
市
平
等
に
す
べ
き
で
は
。

●
議
会
報
告
会
は
公
式
の
場
で
発
言
し
に
く

い
。
自
由
に
発
言
で
き
る
よ
う
非
公
式
の

場
を
設
け
て
ほ
し
い
。

○
市
政
に
対
す
る
ご
意
見

●
工
業
団
地
の
企
業
誘
致
の
見
込
み
は
。

●
近
年
様
々
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る

が
、地
域
の
危
険
個
所
を
教
え
て
ほ
し
い
。

●
佐
方
地
区
に
あ
る
墓
地
の
名
称
を
変
更
し

て
ほ
し
い
。

●
線
引
き
廃
止
の
解
決
の
道
を
早
く
見
つ
け

て
ほ
し
い
。

●
金
光
駅
周
辺
整
備
事
業
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
実
施
の
際
は
地
元
へ

の
説
明
、
意
見
聴
取
を
し
て
ほ
し
い
。

●
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
税
収
が
減
る
と
思

う
が
、
対
策
は
あ
る
か
。

●
い
の
し
し
対
策
の
現
状
は
。
特
別
な
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

報
告
会
で
の
質
疑
応
答
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
の
詳
細
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
持
ち
帰
っ
た
意
見
は
議
会
内
で
協

議
し
、
回
答
書
を
作
成
し
、
後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。

※ 

会
場
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
概
要

は
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

鴨方会場

金光会場

市民と意見交換
日　時 会　場 参加者

11月 8日（土）
18:30 から

寄島会場
寄島公民館

40人
班　長　柚木　毅
副班長　伊澤　誠

11月 9日（日）
10:30 から

鴨方会場
浅口市中央公民館

112人
班　長　大西恒夫
副班長　佐藤正人

11月 9日（日）
18:30 から

金光会場
金光公民館

34人
班　長　桑野和夫
副班長　福田　玄

平成26  

参加議員
　福田　玄　　伊澤　誠　　佐藤正人　　平田襄二　　桑野和夫　　原　　彰
　中西美治　　柚木　毅　　大西恒夫　　田口桂一郎　大西洋平
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 一般会計決算を認定

　

９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
平
成
25
年
度
決
算
の
認
定
議
案
10
件
に
つ
い
て
は
、
閉
会
中
に
各
常
任
委
員
会
で
慎

重
に
審
査
さ
れ
、
12
月
定
例
会
初
日
に
す
べ
て
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
実
質
収
支
額
は
一
般
会
計
で
は
8
億
3
，
2
5
7
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。（
な
お
、
歳
入
歳
出
の

う
ち
4
億
3
，
0
0
0
万
円
を
基
金
に
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。）

（金額は 1万円未満を切り捨てています。）

市税の内訳 （　）は前年比

市 民 税
15億 730万円（－ 2.9％）
【内訳】個人13億 7,995 万円（－ 0.7％）
　　　  法人１億 2,735 万円（－ 21.4％）

固 定 資 産 税 16億 1,139 万円（＋ 0.7％）
軽 自 動 車 税 　　  8,993 万円（+1.5％）
た ば こ 税   1 億 8,714 万円（＋ 10.6％）
入 湯 税 　　　　   3 万円（－ 37.8％）
都 市 計 画 税 　　　　   6 万円（－ 69.6％）
合　　計 33億 9,588 万円（－ 0.4％）

財政指数

財政調整基金 44億 5,339 万円
（＋ 15.5％）

年度間の財源不足に対応するため、決算
剰余金などを積み立て、財源が不足する
年度に活用する目的の基金。

実質公債費率 12.5％（－ 0.7％） 借入金の返済額及びこれに準じる額の差を指標化し、資金繰りの程度を示す。

経常収支比率 87.1％（－ 0.7％）
財政構造の弾力性を測定する指標。低い
ほど財政運営に弾力性があり、政策的に
使えるお金が多くあることになる。

　      繰越金　5億 3,196万円（3.7％）
　    繰入金　1億 8,333万円（1.3％）
　  分担金及び負担金　1億 3,152万円（0.9％）
  使用料及び手数料　1億 557万円（0.7％）
 財産収入　2,262万円（0.1％）
その他　3億3,764万円（2.3％）

市税
33億 9,588万円
（23.4％）

県支出金　7億5,431万円（5.2％）
　　地方消費税交付金　2億7,793万円（1.9％）
　　　　地方譲与税　1億3,119万円（0.9％）
　　　　　地方特例交付金　1,632万円（0.1％）
　　　　　　その他　9,167万円（0.6％）

地方交付税
56億 879万円
（38.6％）

市債　
14億 8,737万円
（10.3％）

国庫支出金
14億 5,543万円
（10.0％）

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

歳入 145億3,159万円
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平成25年度  浅口市の家計簿

主な歳出事業

総 務 費 市営バス（ふれあい号）
運行事業 1,656万円 農林水産業費 防潮堤開閉ゲート

整備事業 5,257万円

民 生 費

後期高齢者医療事業 3億7,207万円
土 木 費

市道新設改良事業 1億7,055万円

障害者自立支援事業 4億4,132万円 鴨方駅周辺整備事業 1億2,659万円

児童手当給付事業 5億3,199万円 消 防 費 地域防災計画改訂事業 451万円

衛 生 費

子ども医療給付事業 1億2,829万円

教 育 費

学力向上No.1
プロジェクト事業 4,328万円

ごみ収集業務委託事業 1億2,990万円 学校施設耐震化事業 5億2,676万円

予防接種事業 6,760万円 寄島中学校グラウンド
整備事業 2億4,377万円

（金額は1万円未満を切り捨てています。）

商工費　6,005万円（0.4％）
　　災害復旧費　1,015万円（0.1％）

民生費
36億5,655万円
（27.0％）

土木費
19億4,627万円
（14.4％）

教育費
18億8,007万円
（13.9％）

公債費　
16億559万円
（11.9％）

総務費　
12億8,455万円
（9.5％）

衛生費　
12億4,694万円
（9.2％）

農林水産業費
7億200万円
（5.2％）

消防費　6億3,640万円（4.7％）
諸支出金　2億9,501万円（2.2％）

議会費　1億9,749万円（1.5％）

135億2,113万円 歳出
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　　　　(金額は 1万円未満切り捨てのため差引額が一致していません）

区　　　分 歳　入 歳　出 歳入歳出差引額

特別
会計

国 民 健 康 保 険 49億5,318万円 44億8,064万円 4億 7,253 万円

後 期 高 齢 者 医 療 4億6,960万円 4億6,960万円 0万円

住宅新築資金等貸付事業 549万円 308万円 241万円

介 護 保 険 34億  495万円 33億6,876万円 3,619 万円

公 共 下 水 道 事 業 19億5,536万円 19億1,319万円 4,217 万円

畑地かんがい給水事業 802万円 638万円 163万円

益 坂 財 産 区 936万円 729万円 206万円

工 業 団 地 開 発 事 業 1億7,043万円 8,148万円 8,894 万円

計 109億7,642万円 103億3,046万円 6億 4,596 万円

企業
会計

水 道 事 業 9億5,080万円 9億2,804万円 2,275 万円

※歳入歳出差引額には、翌年度へ繰り越すべき財源が含まれています。

平成25年度　特別会計・企業会計決算額

決
算
審
査
の
質
疑
・
意
見（
抜
粋
）

○
一
般
会
計

問　
自
主
防
災
組
織
活
動
補
助
金
（
１
１
５
万
円
）
の
内

訳
は
。

答　
金
光
２
団
体
、
鴨
方
４
団
体
、
寄
島
３
団
体
の
合
計

９
団
体
。
資
機
材
、
備
蓄
、
訓
練
等
の
費
用
に
対
し
補
助

し
て
い
る
。

問　
寄
島
里
庄
線
の
バ
ス
運
行
委
託
料
（
３
８
４
万
円
）

の
里
庄
町
の
負
担
分
は
。ど
の
く
ら
い
の
利
用
が
あ
る
か
。

答　
里
庄
町
負
担
分
は
距
離
で
按
分
し
、
１
０
２
万
円
。

10
月
に
調
査
し
た
デ
ー
タ
で
は
、
１
日
あ
た
り
延
べ
52
人

の
利
用
が
あ
る
。

問　
市
税
の
徴
収
率
を
上
げ
て
い
く
方
法
を
と
っ
て
い
る

か
。

答　
督
促
状
を
早
め
に
出
し
、
封
筒
を
色
つ
き
に
す
る
な

ど
し
て
い
る
。悪
質
な
滞
納
者
に
は
金
融
機
関
に
照
会
し
、

預
貯
金
が
あ
れ
ば
差
し
押
さ
え
る
な
ど
し
て
い
る
。

問　
ご
み
の
排
出
量
は
24
年
度
と
比
べ
て
ど
う
か
。

答　
家
庭
ご
み
で
は
、
24
年
度
は
１
万
２
７
６
５
ｔ
、
25

年
度
は
１
万
２
２
６
９
ｔ
と
減
っ
て
い
る
。

問　
有
害
鳥
獣
捕
獲
報
償
費（
１
７
０
万
円
）の
捕
獲
数
は
。

答　
イ
ノ
シ
シ
74
頭
、
カ
ラ
ス
２
９
６
羽
、
ヌ
ー
ト
リ
ア

１
６
８
頭
、
ス
ズ
メ
40
羽
と
な
っ
て
い
る
。
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　12 月定例会は 12 月２日に招集され、
18日までの17日間の会期で開催しました。
　また、一般質問には６人が登壇し、市政
運営を質しました。

12月定例会

一般会計補正予算　4億4,887万円を可決

○一般会計　補正後総額 152億 8,716 万円（対前年比＋ 15.6％）
（歳出の主なもの）

事　業　名 事　業　の　概　要 補　正　額
障害者自立支援事業 障害者介護給付費・訓練等給付費等（扶助費） 645万円
生活保護扶助費 生活保護医療扶助費 5,563 万円
保育士等処遇改善臨時特例事業
補助金

保育士の人材確保対策を推進するため、保育士の
処遇改善に取り組む 861万円

道路新設改良事業 市道の新設改良費 1,733 万円

認定こども園事業 認定こども園へ移行を計画している金光学園幼稚
園へ施設整備費の助成を行う 1億 3,573 万円

小学校給食受入施設整備事業 新学校給食センターの供用開始に向け、六条院小
学校・鴨方西小学校に給食受入施設を整備 4,567 万円

寄島 B&G海洋センター改修事業 プールの塗装修繕 1,139 万円

○特別会計・企業会計
補　正　額 補　正　後　総　額

国民健康保険 1億 8,565 万円 48億 5,141 万円
後期高齢者医療 96万円 4億 8,230 万円
介護保険 4,231 万円 35億 3,523 万円
公共下水道事業 264万円 22億 4,330 万円
工業団地開発事業 195万円 4億 5,892 万円
水道事業 15万円 10億 6,437 万円

12 月定例会
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主
な
議
案

 

条
例

○ 

地
域
ケ
ア
推
進
会
議
条
例
の
制
定

　

高
齢
者
等
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
介
護
、
福
祉
、

健
康
、
医
療
等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の

支
援
体
制
を
総
合
的
に
調
整
、
推
進
す
る
た

め
に
、
地
域
ケ
ア
推
進
会
議
を
設
置
す
る
も

の
。

○ 

公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

　

金
光
公
民
館
を
改
修
し
、
和
室
・
多
目
的

室
を
設
置
、
使
用
料
を
規
定
す
る
も
の
。
平

成
27
年
２
月
か
ら
供
用
開
始
。

○ 

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
の
決
定
を
受
け
、
市
長
、
副

市
長
、
教
育
長
の
一
時
金
の
支
給
月
数
を
年

間
０
．
15
カ
月
分
引
き
上
げ
る
も
の
。

○ 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
の
決
定
を
受
け
、
職
員
の
給

料
表
を
平
均
０
．
３
％
引
き
上
げ
、
一
時
金

の
支
給
月
数
を
０
．
15
カ
月
分
引
き
上
げ
る

も
の
。
ま
た
、
通
勤
手
当
を
引
き
上
げ
る
も

の
。

○ 

岡
山
天
文
博
物
館
条
例
等
の
一
部
改
正

　

高
梁
川
流
域
連
盟
を
構
成
す
る
各
市
町
の

小
学
生
を
対
象
に
、
岡
山
天
文
博
物
館
、
か

も
が
た
町
家
公
園
、
阿
藤
伯
海
記
念
公
園
の

土
・
日
・
祝
日
の
入
館
料
を
無
料
と
す
る
も

の
。

○
財
産
の
取
得
（
２
件
）

　

浅
口
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
使
用
す
る

食
器
類
及
び
配
送
車
４
台
の
購
入
に
つ
い

て
、
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

 

専
決
処
分

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　

12
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
費
１
７
８

６
万
円
の
増
額
補
正
。

 

請
願
・
陳
情

　

次
の
請
願
を
採
択
し
、
関
係
機
関
に
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
採
択
】

○ 

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
請
願

書
・
提
出
者　

岡
山
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

・
紹
介
議
員　

桑
野　

和
夫

○ 

年
金
削
減
の
取
り
や
め
と
最
低
保
障
年
金

制
度
の
実
現
を
求
め
る
請
願

・
提
出
者　

全
日
本
年
金
者
組
合

　
　
　
　
　

岡
山
県
本
部
外
１
人

・
紹
介
議
員　

桑
野　

和
夫

　

次
の
陳
情
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

【
不
採
択
】

○ 

憲
法
解
釈
変
更
の
閣
議
決
定
の
撤
回
の
意

見
書
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情
書

・
提
出
者　

岡
山
県
平
和
委
員
会

 

賛
成
討
論

桑
野
和
夫
議
員

　

世
論
調
査
で
も
50
％
を
超
え
る
国
民
が
安

倍
政
権
の
安
全
保
障
政
策
に
反
対
し
て
い

る
。

　

集
団
的
自
衛
権
は
際
限
な
き
武
力
行
使
に

つ
な
が
る
。
日
本
を
二
度
と
戦
争
す
る
国
に

し
て
は
な
ら
な
い
。

福
田

　
玄
議
員

　

憲
法
に
縛
ら
れ
て
い
る
政
府
が
憲
法
の
解

釈
を
変
更
す
る
こ
と
は
立
憲
主
義
の
明
確
な

否
定
で
す
。
恣
意
的
な
変
更
が
可
能
な
解
釈

と
い
う
方
法
で
は
な
く
憲
法
を
改
正
し
、
安

全
保
障
に
対
応
す
べ
き
。

 

反
対
討
論

竹
本
幸
久
議
員

　

憲
法
解
釈
変
更
の
閣
議
決
定
は
、
憲
法
改

正
を
念
頭
に
置
い
た
当
面
の
措
置
と
考
え

る
。わ
が
国
の
防
衛
を
本
気
で
考
え
る
べ
き
。

金光公民館　新和室

岡山天文博物館　プラネタリウム

一
部
事
務
組
合
議
会
の
人
事

　

浅
口
市
が
倉
敷
市
と
共
同
し
て
事
務
を

行
う
倉
敷
西
部
清
掃
施
設
組
合
議
会
が
開

か
れ
、
香
取
良
勝
議
員
が
副
議
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

◆ 

倉
敷
西
部
清
掃
施
設
組
合副議長

香取　良勝
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佐
賀
県
武
雄
市
と
福
岡
県
福
津
市
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

武
雄
市
で
は
、
小
学
校
全
児
童
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
し
、
自
宅
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
予
習
を
行
い
、
翌
日
授
業
で

確
認
す
る
と
い
う
「
反
転
授
業
」
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
市
が
故
障
な
ど
に

つ
い
て
、
す
べ
て
無
償
対
応
す
る
た
め
、
１

台
１
万
５
０
０
０
円
程
度
の
安
価
な
も
の
を

導
入
し
て
い
ま
し
た
。
授
業
で
は
理
科
と
算

数
の
み
に
活
用
し
、
理
科
は
実
験
等
の
映
像

を
「
見
る
・
聴
く
」
こ
と
に
、
算
数
で
は
小

テ
ス
ト
な
ど
に
利
用
し
、
理
解
度
の
向
上
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
使
用
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
民
間
企
業
と
提
携
し
て
開
発
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
民
間
の
学
習
塾
と

連
携
し
、
官
民
一
体
型
の
学
校
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
市
に
お
け
る
小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
活
用
や
学
力
向
上
施
策
の
推
進
に
向

け
、非
常
に
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
津
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推

進
と
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
合
併
前
の
各
地
域
で
枠
組
み
が
異
な
っ

て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
小
学
校
単
位

に
再
構
築
し
、
郷
づ
く
り
地
域
と
し
て
補
助

金
や
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
自
治
会
活
動
を

補
完
す
る
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
、
市
費
で

郷
づ
く
り
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
、
ま
た
市

職
員
も
地
域
担
当
職
員
と
し
て
配
置
す
る
な

ど
、人
的
な
側
面
か
ら
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
協
議
会
が

学
校
の
空
き
教
室
を
拠
点
施
設
と
し
て
お

り
、
財
政
的
に
拠
点
施
設
の
整
備
が
難
し
い

と
の
こ
と
で
す
。
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
い

に
参
考
と
な
る
事
例
で
し
た
。

　

兵
庫
県
養
父
市
で
市
税
の
滞
納
整
理
対
策

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

養
父
市
は
市
税
、
公
共
料
金
の
多
額
の
未

収
金
解
消
に
向
け
、
平
成
25
年
度
か
ら
12
月

を
「
未
収
金
徴
収
強
化
月
間
」
と
定
め
、
９

つ
あ
る
収
納
担
当
課
で
一
斉
に
徴
収
体
制
を

強
化
し
、
未
収
金
の
徴
収
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
は
法
人
を
含
む
１
３
０
０
人
を
対

象
に
催
促
書
や
電
話
、
訪
問
に
よ
る
呼
び
か

け
を
行
い
、
約
３
１
０
０
万
円
を
徴
収
し
て

い
ま
す
。

　

同
市
の
未
収
金
は
６
億
円
を
超
え
て
お

り
、
税
負
担
の
公
平
性
や
市
財
政
を
圧
迫
す

る
な
ど
、
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
兵
庫
県
と
連
携
し
、
給
与

か
ら
住
民
税
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
を
実

施
し
て
い
な
い
事
業
所
に
対
し
、
特
別
徴
収

へ
の
切
り
替
え
の
指
導
、
金
融
機
関
等
で
税

金
の
口
座
振
替
を
啓
発
す
る
な
ど
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か

ら
は
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始
す
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

当
市
に
お
い
て
も
未
収
金
の
徴
収
は
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
養
父
市
の
取
組
み

を
参
考
に
未
収
金
の
徴
収
強
化
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

市長から直接説明を聞く（武雄市）

事業概要について質問（養父市）

今
回
の
視
察
の
概
要
及
び
参
加
し
た
委
員
が

作
成
し
た
報
告
書
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.city

.a
sa
ku
ch
i.

okayam
a.jp/gyose/gikai/

）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

視察研修レポート
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■

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
を

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
動
画
を
取

り
入
れ
て
は
。
例
え
ば
市
の
事
業
紹

介
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
施
設
・
名
所

の
案
内
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど

う
か
。

　

金
光
学
園
中
学
校
放
送
部
の
作
品

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
、
植
木
の
ま
ち
の
知
名
度
ア
ッ
プ

に
一
役
買
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
の
職
員
提
案
で
も
、
市
民

団
体
等
が
製
作
し
た
作
品
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
11

月
に
こ
れ
を
採
用
し
た
。
今
後
実
施

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
本
市
に
関
係
す

る
リ
ン
ク(

学
校
・
警
察
・
消
防
等
）

の
バ
ナ
ー
を
設
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な

方
面
の
情
報
を
検
索
し
や
す
く
で
き

な
い
か
。

　

25
年
度
に
高
齢
者
、
障
害
者
を
含

め
す
べ
て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
閲

覧
環
境
に
対
応
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
っ
て
い
る
。

　

提
案
を
含
め
、
よ
り
活
用
し
て
も

ら
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
め
ざ
し
、

今
後
一
層
の
研
究
を
し
て
い
き
た

い
。

　

バ
ナ
ー
広
告
が
現
在
９
枠
の
う

ち
２
枠
し
か
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
か
。

　

担
当
課
で
鋭
意
努
力
し
て
い
る

が
、
新
規
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
。広
報
紙
の
有
料
広
告
と
あ
わ
せ
、

年
間
１
０
０
万
円
以
上
の
実
績
が
あ

り
、
有
効
な
自
主
財
源
と
な
っ
て
い

る
。
一
層
の
営
業
活
動
に
よ
り
増
や

し
て
い
き
た
い
。

一般質問

質問項目
● 市のホームペー
ジの改善策につ
いて

問

問

問 答

答

答

佐藤　正人

一般質問
　市政を問う!

12 月定例会では 6人の議員が一般質問を行い、
19項目について市政をただしました。

動画による PR
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■ 

地
域
の
連
携
推
進
と

■

　

　

交
番
の
機
能
強
化
を

　

安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
自
主
防
犯
団
体
の
結
成
を
推
進

し
、
地
域
の
連
携
の
大
切
さ
を
呼
び

か
け
て
は
。

　

地
域
を
守
る
交
番
が
よ
り
機
能
す

る
よ
う
、位
置
を
検
討
し
て
み
て
は
。

警
察
官
の
増
員
や
積
極
的
な
街
頭
指

導
を
県
警
と
協
議
し
て
ほ
し
い
。

　

自
主
防
災
組
織
19
団
体
、
自
主
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
11
団
体
が
結
成
さ
れ
て

い
る
。
市
も
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

で
の
巡
回
や
交
通
安
全
指
導
員
に
よ

る
街
頭
広
報
等
を
実
施
し
て
い
る
。

警
察
署
も
通
勤
・
通
学
時
間
等
に
立

番
な
ど
し
て
い
る
。
今
後
も
関
係

機
関
と
協
力

し
、
安
心
安

全
に
努
め
た

い
。

　

鴨
方
交
番

の
位
置
は

様
々
な
点
を

考
慮
し
、
県

警
本
部
と
協
議
し
て
い
る
。
警
察
官

に
よ
る
街
頭
指
導
も
、
よ
り
一
層
力

を
入
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
要
望
し

て
い
き
た
い
。

■

空
き
家
の
適
正
な
管
理
を

　

空
き
家
が
多
く
な
り
、
環
境
も
悪

く
危
険
で
あ
る
。
市
が
所
有
者
に
空

き
家
を
適
切
に
管
理
す
る
よ
う
啓
発

し
て
ほ
し
い
。
市
外
の
所
有
者
が
管

理
を
委
託
す
る
団
体
を
紹
介
し
て

は
。

　

危
険
家
屋
は
、
県
の
建
築
指
導
班

か
ら
所
有
者
・
管
理
者
に
対
し
、
修

繕
・
撤
去
の
指
導
を
し
て
い
る
が
、

所
有
者
、
管
理
者
が
判
明
し
な
い
も

の
も
多
く
あ
る
。
11
月
に
「
空
家
等

対
策
の
推
進
に
係
る
特
別
措
置
法
」

が
成
立
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
国
が

基
本
指
針
を
策
定
す
る
。
市
は
そ
の

指
針
に
則
し
た
「
空
家
等
対
策
計

画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
空
き
家
の
適
正
な
管
理
を
啓
発

す
る
広
報
活
動
等
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

■

空
き
家
・
空
き
地
対
策
は

　
「
空
家
対
策
特
別
措
置
法
」
の
制

定
を
受
け
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策

を
行
う
の
か
。
空
き
家
撤
去
が
進
ま

な
い
原
因
と
し
て
、
撤
去
後
に
固
定

資
産
税
が
増
え
る
こ
と
が
あ
る
が
、

対
策
は
。

　

国
が
空
き
家
等
に
対
す
る
基
本
指

針
を
策
定
し
、
こ
れ
に
則
し
た
計
画

を
市
が
策
定
で
き
る
。
法
に
は
「
空

家
対
策
に
必
要
な
税
制
上
の
措
置
を

行
う
」
と
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
国

の
基
本
指
針
の
内
容
や
税
制
改
正
の

動
向
を
見
守
り
た
い
。

■

金
光
町
大
谷
の
ま
ち
づ
く
り
は

　

金
光
教
本
部
が
あ
り
、
多
く
の
参

拝
者
が
訪
れ
る
大
谷
の
ま
ち
づ
く
り

は
市
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
。
今
後

の
展
望
は
。

　

昨
年
か
ら
参
拝
客
の
多
い
春
の
祭

典
時
に
、
桜
ま
つ
り
が
始
ま
っ
た
。

　

金
光
駅
南
口
整
備
も
設
計
段
階
に

入
っ
て
い
る
。
駅
周
辺
の
一
体
的
な

整
備
が
進
み
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
確
信
し
て
い
る
。　

■

介
護
保
険
へ
の
対
応
は

　

医
療
・
介
護
総
合
法
の
具
体
化
に

向
け
、
厚
生
労
働
省
が
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
案
で
介
護
給
付
費
抑
制
の
た
め
、

３
つ
の
方
向
性
を
出
し
て
い
る
。

①
低
廉
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
普
及

②
認
定
に
至
ら
な
い
高
齢
者
の
増
加

③
自
立
の
促
進

　

こ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

　

①
高
齢
者
支
え
合
い
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
の
推
進
を
進
め
て
い
る
。
通
所

介
護
は
受
け
皿
が
必
要
。
地
域
支
援

事
業
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ

う
経
過
措
置
を
有
効
に
活
用
し
た
い
。

②
機
械
的
に
振
り
分
け
る
の
で
は
な

く
相
談
窓
口
の
充
実
に
よ
り
認
定
に

至
ら
な
い
高
齢
者
が
増
加
し
な
い
よ

う
に
し
た
い
。

③
効
果
的
な
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
よ
り
、
各
種
教
室
や
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
な
ど
閉
じ
こ

も
り
予
防
、
認
知
症
予
防
に
取
り
組

み
た
い
。

柚木　毅

市政を問う！

質問項目
● 空き家・空き地
対策について

● 金光町大谷のま
ちづくりについ
て

● 介護保険につい
て

桑野　和夫

質問項目
● 地域の連携推進
と交番の機能強
化について

● 市民交流事業に
ついて

● 空き家の適切な
管理について

問

問問

問

問

答

答

答答

答

交番の機能強化を
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■

給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
材
は

　

地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み
は
。
地

元
産
物
の
確
認
方
法
は
。
野
菜
類
の

有
機
無
農
薬
栽
培
を
検
討
し
て
は
。

遊
休
農
地
を
活
用
す
れ
ば
、
高
齢
者

と
子
ど
も
た
ち
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に

な
る
の
で
は
。

　

地
場
産
物
の
使
用
率
は
平
成
26
年

11
月
で
55
％
。
新
給
食
セ
ン
タ
ー
で

も
地
産
地
消
に
努
め
た
い
。
購
入
時

に
地
場
産
物
を
お
願
い
し
て
い
る
。

有
機
無
農
薬
野
菜
は
安
定
供
給
で
き

ず
、
価
格
も
割
高
で
、
保
護
者
負
担

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総

合
的
な
学
習
で
地
元
の
方
と
一
緒
に

米
作
り
な
ど
し
て
い
る
。

■

ふ
る
さ
と
納
税

　

入
っ
て
く
る
金
額
と
他
自
治
体
へ

出
て
い
る
金
額
と
の
比
較
は
。
増
や

す
た
め
の
対
策
は
。

　

平
成
26
年
11
月
末
で
、
57
件
144
万

9
千
円
が
納
税
さ
れ
て
い
る
。
市
民

で
他
自
治
体
に
寄
付
し
た
の
は
昨
年

度
13
件
で
約
70
万
円
。
そ
の
う
ち
市

民
税
の
控
除
額
は
約
20
万
円
。
お
礼

の
品
に
地
酒
セ
ッ
ト
を
追
加
し
、
納

税
額
の
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

■

空
き
家
対
策
は

　

空
き
家
の
状
況
は
。
空
き
家
の
無

償
で
の
寄
付
に
ど
う
対
応
す
る
か
。

地
元
の
方
々
が
利
用
す
る
方
法
を
考

え
て
は
。

　

平
成
20
年
の
調
査
で
は
15
％
、
現

在
は
増
え
て
い
る
と
考
え
る
。
寄
付

を
受
け
る
と
維
持
管
理
に
多
額
の
費

用
も
か
か
り
、
公
共
的
な
目
的
の
使

用
は
難
し
く
、原
則
受
け
ら
れ
な
い
。

　

地
元
の
活
用
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
場
合
、必
要
に
応

じ
て
協
力
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

■

国
立
天
文
台
誘
致
者
へ
感
謝
を

　

浅
口
市
が
天
文
台
の
町
と
し
て
誇

れ
る
の
も
誘
致
し
て
く
れ
た
方
の
お

か
げ
で
す
。
何
か
考
え
て
は
。

　

官
民
挙
げ
て
多
く
の
方
々
の
ご
尽

力
に
よ
っ
て
天
文
台
が
で
き
た
。
先

人
の
ご
労
苦
の
紹
介
方
法
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。

■

交
差
点
の
危
険
箇
所
の
改
善
を

　

過
去
５
年
間
で
県
警
か
ら
指
導
の

あ
っ
た
危
険
交
差
点
は
何
箇
所
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
改
善
策
が
と
ら
れ

た
か
。
ま
た
改
善
後
の
事
故
件
数
の

変
化
は
。

　

玉
島
警
察
署
か
ら
相
談
が
あ
っ
た

の
は
２
ヶ
所
。
金
光
町
地
頭
下
の
新

池
付
近
と
鴨
方
中
学
校
の
南
西
の
交

差
点
。
地
頭
下
は
、
路
面
へ
強
調
表

示
や
交
差
点
へ
マ
ー
ク
を
設
置
し
、

事
故
件
数
は
年
間
３
件
か
ら
１
件
に

減
少
し
た
。
鴨
方
は
導
入
レ
ー
ン
の

設
置
、
路
面
へ
の
注
意
表
示
、
通
学

時
間
に
は
指
定
方
向
外
進
行
禁
止
の

規
制
を
か
け
、
年
間
６
件
か
ら
３
件

に
減
少
し
た
。

　

通
学
路
や
歩
行
者
の
多
い
交
差
点

に
は
命
を
大
切
に
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
更
な
る
改
善
が
必
要
で
は
。

　

必
要
な
改
善
策
を
講
じ
て
い
る

が
、
一
度
改
善
し
た
ら
終
了
で
は
な

い
。
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
一
生
懸

命
努
力
し
た
い
。

■

幼
保
一
元
化
の
方
向
性
は

　

幼
稚
園
の
保
護
者
か
ら
、
年
長
ク

ラ
ス
の
定
員
引
き
下
げ
の
要
望
が
あ

る
。
昨
年
も
要
望
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
見
解
は
。
幼
保
一
元
化
の
方
向

性
と
あ
わ
せ
説
明
を
求
め
る
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
、
質
の

高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
の

総
合
的
な
提
供
、
待
機
児
童
の
解
消

の
た
め
、
認
定
こ
ど
も
園
も
視
野
に

入
れ
て
審
議
し
て
い
る
。

　

幼
稚
園
の
ク
ラ
ス
定
員
は
、
小
学

校
教
育
へ
の
連
続
性
や
集
団
の
中
で

社
会
性
を
育
て
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
中
長
期
的
な
視
野
で
計
画
的
に

検
討
し
た
い
。

　

国
は
幼
保
一
元
化
の
原
資
を
消
費

増
税
で
賄
う
と
し
て
い
た
が
、
先
送

り
の
公
算
が
高
く
な
っ
た
。
今
後
の

見
通
し
は
。

　

国
の
動
向
を
注
視
し
て
情
報
収
集

に
努
め
た
い
。
子
育
て
支
援
は
重
要

施
策
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
積
極
的

に
取
り
組
み
た
い
。

一般質問

質問項目
● 倉敷・神戸の子
どもの事件につ
いて

● 給食センターの
食材について

● ふるさと納税に
ついて

● 空き家対策につ
いて

● 鴨方町六条院西
地区の工場跡地
について

● 国立天文台につ
いて

質問項目
● 市内の交差点危
険箇所について

● 幼保一元化に関
して

問問

問問

答 答

答答

問問

問 問

答答

答答

福田　玄

大西　恒夫
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■

優
秀
表
彰
の
実
施
を

　

ス
ポ
ー
ツ
ま
た
は
芸
術
・
技
能
等

で
中
国
地
区
や
全
国
レ
ベ
ル
で
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
た
市
民
を
表
彰
し

て
は
。

　

市
で
は
、
県
代
表
と
し
て
の
全
国

大
会
等
出
場
者
に
は
出
場
激
励
金
を

交
付
し
て
い
る
。
国
体
で
優
勝
し
た

方
な
ど
は
、
県
レ
ベ
ル
で
体
育
協
会

か
ら
表
彰
さ
れ
る
。
そ
れ
に
準
ず
る

方
も
市
教
育
委
員
会
か
ら
県
に
対
し

表
彰
の
推
薦
を
し
て
い
る
。
ま
た
市

で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
「
き
ら

き
ら
賞
」
の
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。

■

天
草
体
育
館
等
に
冷
暖
房
設
備
を

　

輻ふ
く

射し
ゃ

式
冷
暖
房
を
設
置
し
て
、
体

育
館
の
利
用

者
増
に
つ
な

げ
て
は
。
災

害
避
難
所
と

し
て
の
利
用

時
に
も
活
用

で
き
る
と
思

う
。

　

導
入
に
は
多
額
の
経
費
が
必
要

で
、
維
持
経
費
も
か
か
り
、
冷
暖
房

代
は
利
用
者
負
担
と
な
る
。
耐
震
化

や
老
朽
化
の
対
策
を
優
先
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

災
害
避
難
所
に
は
日
常
的
な
使
用

の
も
の
と
は
別
の
対
策
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

■

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
状
況
は

　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
現
在
ど
の
よ
う

な
審
議
が
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

現
在
の
給
食
に
使
用
し
て
い
る
備

品
・
設
備
の
再
利
用
は
で
き
な
い
か
。

　

栄
養
教
諭
や
調
理
員
な
ど
職
員
で

構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

は
、
今
年
度
、
食
器
や
食
缶
等
の
備

品
や
運
営
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
。
冷
蔵
庫
、
調
理
器
具
等
の
備
品

は
、
で
き
る
だ
け
再
利
用
し
た
い
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
給
食
の
受
入
れ
施

設
は
、
現
在
自
校
方
式
の
学
校
に
は

新
た
に
作
る
必
要
が
あ
る
。

市政を問う！

伊澤　誠

質問項目
● 優秀表彰につい
て

● 天草体育館・武
道館の冷暖房設
備について

● 新給食センター
について

● 空き家撤去費用
の助成について

問問

問

答

答 答

問 1．報告内容について 問 2．全体の時間について

問 3．今回の報告会について 問 4．次回の報告会に参加したいと
　　　　　　　　　　　　思いますか
問 4．次回の報告会に参加したいと
　　　　　　　　　　　　思いますか

ちょうど良い

短い

長い

84

94 97

7

47

6

126
58

51

7
11

13

3 9

12
3

わかりやすい

参加したい

参加したくない

無回答

どちらともいえない

わかりにくい
無回答

良かった

どちらともいえない

良くなかった
無回答

わからない

無回答

議会報告会　アンケート結果
(回答者数）157名

体育館に冷暖房を
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議案に対する賛否

会派名 浅政会 政和会 無会派

議決結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

　

議案名　

　田
　口
　桂
　一
　郎

大
西

洋
平

柚
木
　

毅

中
西

美
治

原
　

　
彰

平
田

襄
二

伊
澤

　
誠

井
上

邦
男

藤
澤

　
健

香
取

良
勝

大
西

恒
夫

青
木

光
朗

加
藤

淳
二

桑
野

和
夫

岡
邊

正
継

竹
本

幸
久

佐
藤

正
人

福
田

　
玄

発議第 12号 介護従事者の処遇改善を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

発議第 13号 年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実現を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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認定第　8号 平成 25 年度益坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第　9号 平成 25 年度浅口市工業団地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

認定第 10号 平成 25 年度浅口市水道事業会計積立金の処分及び決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定

承認第　7号 専決処分した事件の承認（平成 26 年度浅口市一般会計補正予算（第 3号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　認

議案第 56号 浅口市地域ケア推進会議条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 57号 浅口市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 58号 浅口市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 59号 浅口市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 60号 浅口市公民館条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第 61号 岡山天文博物館条例等の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 62号 浅口市ひとり親家庭等医療費給付条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 63号 財産の取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第 64号 財産の取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第 65号 平成 26 年度浅口市一般会計補正予算（第 4号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 66号 平成 26 年度浅口市国民健康保険特別会計補正予算（第 2号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 67号 平成 26 年度浅口市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 68号 平成 26 年度浅口市介護保険特別会計補正予算（第 3号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 69号 平成 26 年度浅口市公共下水道事業特別会計補正予算（第 2号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 70号 平成 26 年度浅口市工業団地開発事業特別会計補正予算（第 2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 71号 平成 26 年度浅口市水道事業会計補正予算（第 2号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 72号 浅口市過疎地域自立促進市町村計画の一部変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請願第　4号 介護従事者の処遇改善を求める請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

請願第　5号 年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実現を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

陳情第　5号 憲法解釈変更の閣議決定の撤回の意見書を提出するよう求める陳情書 ○ × × × × × ○ × × × × ○ ○ × × × ○ 不 採 択

※議長は採決に加わっておりません。

（
議
長
）

「○」賛成、「×」賛成でない、「－」不参加、「欠」欠席
12 月定例会で審議した議案に対する各議員の賛否は次のとおりです。



15 あさくち議会だより

会議の出席状況（平成26年4月～12月）

本会議 常任委員会 議
会
運
営
委
員
会

特別委員会 議

会

報

告

会

会議数計

出
席
率　

％

定

例

会

臨

時

会

総

務

文

教

民

生

産

業

建

設

都
市
計
画
調
査

広

報

出

席

欠

席
開催数 15 3 7 7 7 13 2 13 3

福田　　玄 15 3 7 2 12 3 42 1 97.7%

伊澤　　誠 15 3 7 13 3 41 0 100.0%

佐藤　正人 15 3 7 2 12 3 42 1 97.7%

竹本　幸久 15 3 7 2 27 0 100.0%

岡邊　正継 15 3 5 23 2 92.0%

平田　襄二 15 3 7 13 2 13 3 56 0 100.0%

桑野　和夫 15 3 7 2 12 3 42 1 97.7%

加藤　淳二 15 3 7 25 0 100.0%

原　　　彰 15 3 7 13 3 41 0 100.0%

中西　美治 15 3 7 13 13 3 54 0 100.0%

柚木　　毅 15 3 7 13 3 41 0 100.0%

藤澤　　健 15 3 7 2 27 0 100.0%

青木　光朗 15 3 7 2 27 0 100.0%

大西　恒夫 15 3 7 13 3 41 0 100.0%

田口桂一郎
（議長） 15 3 (4) (5) 7 (13) (1) （12） 3 28　

（35） 0 100.0%

香取　良勝 15 3 7 2 27 0 100.0%

井上　邦男 15 3 7 13 38 0 100.0%

大西　洋平 15 3 7 13 13 3 54 0 100.0%

※議長はすべての会議に出席することができます。（議長として出席したものを（　）で記載しています）
※出席率は少数点第 2位を四捨五入しています。

（
　
）



 

広
報
特
別
委
員
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委
員
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田
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副
委
員
長　

伊
澤　

誠

委　
　

員　

福
田　

玄　

佐
藤
正
人

　
　
　
　
　

桑
野
和
夫　

中
西
美
治

　
　
　
　
　

大
西
恒
夫　

大
西
洋
平

　

寄
島
沖
か
ら
水
揚
げ
さ
れ
る
寄
島
カ

キ
は
実
入
り
が
大
き
く
、
濃
厚
な
味
わ

い
が
特
長
で
す
。

　

毎
年
11
月
か
ら
３
月
に
か
け
、
寄
島

漁
港
に
カ
キ
直
売
所
が
オ
ー
プ
ン
し
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
客
で
賑
わ
い
ま

す
。

　

今
年
の
寄
島
カ
キ
の
シ
ー
ズ
ン
も
残

り
わ
ず
か
で
す
。
浅
口
を
代
表
す
る
冬

の
味
覚
に
舌
鼓
を
う
っ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 表

紙
写
真
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議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

声
の
議
会
だ
よ
り

　
目
の
不
自
由
な
方
に
も
議
会

の
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
浅
口
は
る
か
会
の
ご
協
力

に
よ
り
議
会
だ
よ
り
を
音
訳
し

て
い
ま
す
。

傍
聴
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

　

浅
口
市
で
は
議
会
の
内
容
を
多
く
の

方
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、議
員
の
紹
介
、

本
会
議
や
委
員
会
の
開
催
日
程
な
ど
の

議
会
情
報
や
、
こ
れ
ま
で
発
行
し
て
い

る
議
会
だ
よ
り
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
の
会
議
録
も
掲
載
し

て
お
り
、
一
般
質
問
の
内
容
や
議
案
の

審
議
内
容
も
詳
細
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

ま
た
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、

議
長
交
際
費
の
支
出
状
況
や
委
員
会
行

政
視
察
報
告
、
議
案
に
対
す
る
各
議
員

の
賛
否
の
状
況
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

傍
聴
は
議
会
活
動
に
触
れ
る
こ
と

の
で
き
る
最
も
身
近
な
方
法
で
す
。

議
員
の
活
動
や
市
政
の
方
針
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
回
３
月
定
例
会
は
３
月
３
日
か

ら
19
日
の
会
期
で
開
催
予
定
で
す
。

（
日
程
は
議
会
運
営
委
員
会
で
２
月

下
旬
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

市
政
振
興
功
労
表
彰

　

市
議
会
議
員
関
係
者
が
次
の
と
お

り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

○
特
別
功
労
表
彰

　
元
市
議
会
議
員

　
永
原
知
康
氏

ホームページをご覧ください！

浅口市議会

情報満載

ココをクリック

本会議の議事録もご覧になれます。
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